
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

定期考査

○

○ 14

○ ○ 1

○ ○ 1

化学
理科 化学 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに
関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

第一学習社　高等学校　化学

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身
に付けるようにする。

化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学的
に探究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科

○

定期考査

11

化学反応とエネルギー
【知識及び技能】
　化学反応とエネルギー，化学反応
と化学平衡について，次のことを理
解するとともに，それらの観察，実
験などに関する技能を身に付ける。
・化学反応と熱や光に関する実験な
どを行い，化学反応における熱及び
光の発生や吸収は，反応の前後にお
ける物質のもつ化学エネルギーの差
から生じることを理解する。
・電気エネルギーを取り出す電池の
仕組みを酸化還元反応と関連付けて
理解する。
・外部から加えた電気エネルギーに
よって電気分解が起こることを，酸
化還元反応と関連付けて理解する。
また，その反応に関与した物質の変
化量と電気量との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質の変化と平衡について，観
察，実験などを通して探究し，化学
反応とエネルギー，化学反応と化学
平衡における規則性や関係性を見い
だして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質の変化と平衡についての観
察，実験などを通して，科学的に探
究・考察する力を身に付ける。

化学反応と熱・光
・化学反応とエンタルピー変化
・ヘスの法則
・結合エネルギー
・化学反応と光
・エントロピー
電池・電気分解
・電池
・電気分解
・電気分解の利用

化学反応とエネルギー
【知識及び技能】
　化学反応とエネルギー，化学反応と化学平
衡について，次のことを理解できるととも
に，それらの観察，実験などに関する技能を
身に付けている。
・化学反応と熱や光に関する実験などを行
い，化学反応における熱及び光の発生や吸収
は，反応の前後における物質のもつ化学エネ
ルギーの差から生じることを理解できる。
・電気エネルギーを取り出す電池の仕組みを
酸化還元反応と関連付けて理解できる。
・外部から加えた電気エネルギーによって電
気分解が起こることを，酸化還元反応と関連
付けて理解できる。また，その反応に関与し
た物質の変化量と電気量との関係を理解でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質の変化と平衡について，観察，実験な
どを通して探究し，化学反応とエネルギー，
化学反応と化学平衡における規則性や関係性
を見いだして表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質の変化と平衡についての観察，実験な
どを通して，科学的に探究・考察する力を身
に付けている。

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ 12

溶液と平衡
【知識及び技能】
　物質の状態とその変化，溶液と平
衡について，次のことを理解すると
ともに，それらの観察，実験などに
関する技能を身に付ける。
・溶解の仕組みを理解する。また，
溶解度を溶解平衡と関連付けて理解
する。
・溶液とその性質に関する実験など
を行い，身近な現象を通して溶媒と
溶液の性質の違いを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質の状態と平衡について，観
察，実験などを通して探究し，物質
の状態とその変化，溶液と平衡にお
ける規則性や関係性を見いだして表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質の状態と平衡についての観
察，実験などを通して，科学的に探
究・考察する力を身に付ける。

溶液の性質
・溶解と溶液
・希薄溶液の性質
　沸点上昇、凝固点降下、浸透圧
・コロイド

溶液と平衡
【知識及び技能】
　物質の状態とその変化，溶液と平衡につい
て，次のことを理解できるとともに，それら
の観察，実験などに関する技能を身に付けて
いる。
・溶解の仕組みを理解できる。また，溶解度
を溶解平衡と関連付けて理解できる。
・溶液とその性質に関する実験などを行い，
身近な現象を通して溶媒と溶液の性質の違い
を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質の状態と平衡について，観察，実験な
どを通して探究し，物質の状態とその変化，
溶液と平衡における規則性や関係性を見いだ
して表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質の状態と平衡についての観察，実験な
どを通して，科学的に探究・考察する力を身
に付けている。

○ ○

物質の状態と平衡
【知識及び技能】
　物質の状態とその変化，溶液と平
衡について，次のことを理解すると
ともに，それらの観察，実験などに
関する技能を身に付ける。
・物質の沸点，融点を分子間力や化
学結合と関連付けて理解する。ま
た，状態変化に伴うエネルギーの出
入り及び状態間の平衡と温度や圧力
との関係について理解する。
・気体の体積と圧力や温度との関係
を理解する。
・結晶格子の概念及び結晶の構造を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質の状態と平衡について，観
察，実験などを通して探究し，物質
の状態とその変化，溶液と平衡にお
ける規則性や関係性を見いだして表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質の状態と平衡についての観
察，実験などを通して，科学的に探
究・考察する力を身に付ける。

物質の状態変化
・物質の三態とその変化
・気体分子の熱運動と圧力
・飽和蒸気圧と蒸気圧曲線
気体の性質
・ボイル・シャルルの法則
・気体の状態方程式
・混合気体の分圧とモル分率
・理想気体と実在気体
固体の構造
・化学結合と結晶の種類
・金属結晶の構造
・イオン結晶の構造
・共有結合の結晶の構造
・分子結晶の構造
・非晶質

物質の状態と平衡
【知識及び技能】
　物質の状態とその変化，溶液と平衡につい
て，次のことを理解できるとともに，それら
の観察，実験などに関する技能を身に付けて
いる。
・物質の沸点，融点を分子間力や化学結合と
関連付けて理解できる。また，状態変化に伴
うエネルギーの出入り及び状態間の平衡と温
度や圧力との関係について理解できる。
・気体の体積と圧力や温度との関係を理解で
きる。
・結晶格子の概念及び結晶の構造を理解でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質の状態と平衡について，観察，実験な
どを通して探究し，物質の状態とその変化，
溶液と平衡における規則性や関係性を見いだ
して表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質の状態と平衡についての観察，実験な
どを通して，科学的に探究・考察する力を身
に付けている。

○ ○

○



２
学
期

定期考査 ○ ○

有機化合物
【知識及び技能】
　有機化合物について，次のことを
理解するとともに，それらの観察，
実験などに関する技能を身に付け
る。
・脂肪族炭化水素の性質や反応を構
造と関連付けて理解する。
・官能基をもつ脂肪族化合物に関す
る実験などを行い，その構造，性質
及び反応について理解する。
・芳香族化合物の構造，性質及び反
応について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　有機化合物について，観察，実験
などを通して探究し，有機化合物の
性質における規則性や関係性を見い
だして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　有機化合物についての観察，実験
などを通して，科学的に探究・考察
する力を身に付ける。

○

○ 10

1

1

有機化合物の特徴
・特徴と分類
・構造式の決定
脂肪族炭化水素
・飽和炭化水素
・不飽和炭化水素
酸素を含む脂肪族化合物
・アルコールとエーテル
・アルデヒドとケトン
・カルボン酸とエステル
・油脂とせっけん

有機化合物
【知識及び技能】
　有機化合物について，次のことを理解でき
るとともに，それらの観察，実験などに関す
る技能を身に付けている。
・脂肪族炭化水素の性質や反応を構造と関連
付けて理解できる。
・官能基をもつ脂肪族化合物に関する実験な
どを行い，その構造，性質及び反応について
理解できる。
・芳香族化合物の構造，性質及び反応につい
て理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　有機化合物について，観察，実験などを通
して探究し，有機化合物の性質における規則
性や関係性を見いだして表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　有機化合物についての観察，実験などを通
して，科学的に探究・考察する力を身に付け
ている。

○ ○ ○ 12

定期考査 ○ ○

18

無機物質
【知識及び技能】
　無機物質について，次のことを理
解するとともに，それらの観察，実
験などに関する技能を身に付ける。
・典型元素に関する実験などを行
い，典型元素の性質が周期表に基づ
いて整理できることを理解する。
・遷移元素の単体と化合物の性質を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　無機物質について，観察，実験な
どを通して探究し，典型元素，遷移
元素の性質における規則性や関係性
を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　無機物質についての観察，実験な
どを通して，科学的に探究・考察す
る力を身に付ける。

周期表と元素の性質
・元素の分類と性質
・化合物の性質と周期表
非金属元素
・水素および14族～18族の元素
典型金属元素
・１族～2族、13族の元素
遷移元素
・鉄、銅、銀、亜鉛、クロム、マ
ンガン

無機物質
【知識及び技能】
　無機物質について，次のことを理解できる
とともに，それらの観察，実験などに関する
技能を身に付けている。
・典型元素に関する実験などを行い，典型元
素の性質が周期表に基づいて整理できること
を理解できる。
・遷移元素の単体と化合物の性質を理解でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　無機物質について，観察，実験などを通し
て探究し，典型元素，遷移元素の性質におけ
る規則性や関係性を見いだして表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　無機物質についての観察，実験などを通し
て，科学的に探究・考察する力を身に付けて
いる。

○ ○

化学反応と化学平衡
【知識及び技能】
　化学反応とエネルギー，化学反応
と化学平衡について，次のことを理
解するとともに，それらの観察，実
験などに関する技能を身に付ける。
・反応速度の表し方及び反応速度に
影響を与える要因を理解する。
・可逆反応，化学平衡及び化学平衡
の移動を理解する。
・水のイオン積，pH 及び弱酸や弱
塩基の電離平衡について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質の変化と平衡について，観
察，実験などを通して探究し，化学
反応とエネルギー，化学反応と化学
平衡における規則性や関係性を見い
だして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質の変化と平衡についての観
察，実験などを通して，科学的に探
究・考察する力を身に付ける。

化学反応の速さ
・反応速度
・化学反応の速さと濃度
・化学反応の速さと温度
・触媒
化学平衡
・可逆反応と化学平衡
・平衡定数
・平衡の移動
電離平衡
・電離平衡と電離定数
・電離定数とｐＨ
・塩の性質と反応
・緩衝液と緩衝作用
・溶解度積

化学反応と化学平衡
【知識及び技能】
　化学反応とエネルギー，化学反応と化学平
衡について，次のことを理解できるととも
に，それらの観察，実験などに関する技能を
身に付けている。
・反応速度の表し方及び反応速度に影響を与
える要因を理解できる。
・可逆反応，化学平衡及び化学平衡の移動を
理解できる。
・水のイオン積，pH 及び弱酸や弱塩基の電離
平衡について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質の変化と平衡について，観察，実験な
どを通して探究し，化学反応とエネルギー，
化学反応と化学平衡における規則性や関係性
を見いだして表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質の変化と平衡についての観察，実験な
どを通して，科学的に探究・考察する力を身
に付けている。

○ ○



３
学
期

有機化合物
【知識及び技能】
　有機化合物について，次のことを
理解するとともに，それらの観察，
実験などに関する技能を身に付け
る。
・脂肪族炭化水素の性質や反応を構
造と関連付けて理解する。
・官能基をもつ脂肪族化合物に関す
る実験などを行い，その構造，性質
及び反応について理解する。
・芳香族化合物の構造，性質及び反
応について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　有機化合物について，観察，実験
などを通して探究し，有機化合物の
性質における規則性や関係性を見い
だして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　有機化合物についての観察，実験
などを通して，科学的に探究・考察
する力を身に付ける。

芳香族化合物
・芳香族炭化水素
・酸素を含む芳香族化合物
・窒素を含む芳香族化合物
・芳香族化合物の分離

有機化合物
【知識及び技能】
　有機化合物について，次のことを理解でき
るとともに，それらの観察，実験などに関す
る技能を身に付けている。
・脂肪族炭化水素の性質や反応を構造と関連
付けて理解できる。
・官能基をもつ脂肪族化合物に関する実験な
どを行い，その構造，性質及び反応について
理解できる。
・芳香族化合物の構造，性質及び反応につい
て理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　有機化合物について，観察，実験などを通
して探究し，有機化合物の性質における規則
性や関係性を見いだして表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　有機化合物についての観察，実験などを通
して，科学的に探究・考察する力を身に付け
ている。

○ ○ ○ 9

高分子化合物
【知識及び技能】
　高分子化合物について，次のこと
を理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付
ける。
・合成高分子化合物の構造，性質及
び合成について理解する。
・天然高分子化合物の構造や性質に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　高分子化合物について，観察，実
験などを通して探究し，有機化合物
の性質における規則性や関係性を見
いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　高分子化合物についての観察，実
験などを通して，科学的に探究・考
察する力を身に付ける。

高分子化合物
・高分子化合物の特徴
天然高分子化合物
・糖類
・アミノ酸とタンパク質
・核酸
合成高分子化合物
・合成高分子化合物の特徴
・合成繊維
・合成樹脂
・機能性高分子化合物
・ゴム

高分子化合物
【知識及び技能】
　高分子化合物について，次のことを理解で
きるとともに，それらの観察，実験などに関
する技能を身に付けている。
・合成高分子化合物の構造，性質及び合成に
ついて理解できる。
・天然高分子化合物の構造や性質について理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　高分子化合物について，観察，実験などを
通して探究し，有機化合物の性質における規
則性や関係性を見いだして表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　高分子化合物についての観察，実験などを
通して，科学的に探究・考察する力を身に付
けている。

化学の築く未来
・世界の食糧を支えるアンモニア
・医薬品の開発
・合成高分子化合物の開発
・現代の化学を支える機器分析
・持続可能な社会を目指して

化学が果たす役割
【知識及び技能】
　化学が果たす役割を日常生活や社会と関連
付けながら，次のことを理解できる。
・化学が果たしてきた役割として，無機物
質，有機化合物及び高分子化合物がそれぞれ
の特徴を生かして人間生活の中で利用されて
いることを理解できる。
・化学の成果が様々な分野で利用され，未来
を築く新しい科学技術の基盤となっているこ
とを理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　人間生活の中の化学について，これからの
社会における化学が果たす役割を科学的に考
察し，表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　人間生活の中の化学について観察，実験な
どを通して，科学的に探究・考察する力を身
に付けている。
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